
◆北面外濠の調査一第s l - e 次

はじめに

この調査は、個人住宅の改築に伴う事前調査として、

橿原市醍醐町で実施した。調査地は藤原宮の北面大垣の

外濠にかかり、その検出を主目的として、敷地の北より

に南北５ｍ、東西２ｍの調査区を設けた。

調査地の土層は、表土･ 床土下に厚さ０．１ｍほどの灰褐

色砂質土があり、その下( 表土下約0 . 4 ｍ）は暗黄灰色粘

質土の地山となる。

遺構

主な遺構は、北面外濠と柱穴１個で、ともに地山面で

検出した。他に灰褐色砂質土上面から掘り込んだ土坑な

どがあるが、遺物は出土しなかった。

北面外濠S D1 4 5 は､ 南岸を検出した｡ 検出した幅は約１

ｍで､ 調査区北端での深さは約0 . 7 ｍである。溝心はさら

に北になる( 推定幅約５ｍ) 。藤原宮期の土器が少量出土

した。柱穴は一辺約0 . 7 ｍ、深さ約0 . 7 ｍ・柱は抜き取っ

ている。痕跡から、柱の径は2 0 c mほどになる。１個だけ

で建物か塀か不明だが、掘形からみると北で西に振れる。

柱抜取穴や掘形から、古墳時代の布留式の土師器蕊が出

土した。（毛利光俊彦／史料）
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● 現場班ラインアップ

1 9 9 5 年度冬の現場班は、黒崎総担当で1 2月1 8日に

はじまり、最後の埋め戻しが終わったのが６月６日。

４月からの新年度は、春は深津総担当で、４月２日

から８月1 9 日まで。夏は寺崎総担当で７月２日から

１１月1 8 日まで。秋は、千田総担当で、１０月７日から

翌1 9 9 7 年２月2 8 日まで。冬は島田総担当で１月９日

から５月６日まで、それぞれ稼働した。この他、現

場には、随時、国内の研修生が混じって、ミャンマ

ーなどからの多くの外国人が現場に参加し、国際色

にあふれた。（ C ）


